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年
頭

に
あ
た
っ
て

足
立
区
長

岡

崎

十
止
雄

区
民
の
皆
さ
ま
あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
は
区
政
発
展
の
た
め
に
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
わ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
れ
ば
、
昭
和
三
十
七
年
は
銘
記
す

る
こ
と
の
多
か
っ
た
年
で
あ
り
ま
す
。
国
際
情

勢
に
あ
り
ま
し
て
は
カ
リ
ブ
海
が
異
状
な
緊
張

に
包
ま
れ
、
世
界
は
一
瞬
固
唾
を
の
み
ま
し
た

が
、
幸
い
関
係
国
の
良
識
に
よ
り
、
こ
の
キ
ユ

ー
バ
問
題
も
解
決
し
つ
つ
あ
り
、
一
方
中
印
国

境
紛
争
も
中
共
の
撤
兵
に
よ
り
明
る
い
平
和
へ

の
希
望
が
持
続
出
来
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば

し
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
国
内
に
お
き
ま

し
て
は
貿
易
の
自
由
化
を
は
じ
め
、
停
滞
状
態

に
あ
り
ま
し
た
経
済
界
も
、
公
定
歩
合
の
引
下

げ
に
よ
り
、
本
年
は
活
況
の
兆
が
窺
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
反
面
、
水
飢
饉
が
叫
ば
れ
、

都
市
公
害
に
お
の
の
き
、
ま
た
、
悲
惨
な
交
通

事
故
が
激
増
す
る
な
ど
、
大
き
な
社
会
不
安
を

生
じ
て
お
り
ま
す
。
中
で
も
三
河
島
事
件
の
犠

牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
は
誠
に
ご
同
情
に
堪
え

ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
さ
な
か
に
あ
っ

て
、
本
区
は
大
き
く
発
展
し
続
け
て
お
り
ま
す
。

即
ち
、
地
下
鉄
日
比
谷
線
の
開
通
、
強
力
な
装

備
を
も
つ
川
田
橋
排
水
場
の
完
成
、
宮
城
図
書

館
の
開
館
を
は
じ
め
青
年
館
、
文
化
会
館
の
竣

工
、
ま
た
、
昨
年
を
も
っ
て
全
中
学
校
に
体
育
館

を
設
置
し
終
る
な
ど
、
交
通
、
防
災
、
文
化

教
育
等
、
区
議
会
は
じ
め
、
関
係
方
面
の
ご
努

力
と
ご
協
力
に
よ
り
、
住
み
よ
い
足
立
区
へ
の

願
望
は
逐
次
実
現
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
本
区
は
東
京
都
の
ベ
ッ

ド
・
タ
ウ
ン
と
し
て
、
そ
の
住
宅
地
域
は
年
々

大
掛
り
に
拡
張
さ
れ
、
人
口
は
、
現
在
四
十
四

万
を
超
え
て
お
り
、
今
後
十
年
に
し
て
六
十
万

人
に
達
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
、
区
の
行
政
面
に
お
き
ま
し
て

も
、
一
段
と
事
務
事
業
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。

特
に
教
育
面
で
は
、
体
育
館
、
プ
ー
ル
、
お

よ
び
林
間
学
園
な
ど
付
属
施
設
を
充
実
整
備
す

る
と
と
も
に
、
P
T
A
の
経
費
を
大
幅
に
軽
減

し
、
土
木
事
業
面
で
は
、
道
路
河
川
の
維
持
補

修
を
強
化
し
た
い
考
え
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

ま
た
、
水
災
、
火
災
、交
通
事
故
等
の
防
災
、

民
生
事
業
な
ら
び
に
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保

険
制
度
の
浸
透
、
ま
た
商
工
農
業
の
振
興
施

策
、
加
え
て
新
た
に
住
居
表
示
方
法
の
実
施
な

ど
に
つ
き
ま
し
て
も
、
そ
の
目
的
達
成
の
た
め

に
邁
進
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
街
を
き

れ
い
に
す
る
運
動
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
環

境
の
美
化
浄
化
に
、
或
い
は
、
交
通
安
全
運
動

な
ど
の
事
故
防
止
対
策
に
、
ま
た
多
く
の
問
題

を
抱
え
て
お
り
ま
す
青
少
年
の
保
護
育
成
等
に

は
、
是
非
と
も
町
ぐ
る
み
で
ご
協
力
を
賜
わ

り
、
住
み
よ
く
美
し
い
、
誇
り
あ
る
大
足
立
区

の
建
設
に
ご
支
援
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

私
は
こ
こ
に
、
本
区
の
隆
盛
と
区
民
各
位
の

ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
年
頭
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

昭
和
三
十
八
年
元
旦
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伸 びゆく足 立
そ
の
人
口
と
開
発

十
年
で
六
十
万
の
区
に

終
戦
直
後
わ
ず
か
十
七
万
の
人
口
で

あ
っ
た
足
立
区
は
、
現
在
四
十
四
万
に

ふ
く
れ
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

都
の
統
計
部
で
は
、
都
市
計
画
を
立

て
る
上
か
ら
、
昭
和
五
十
年
に
は
ど
の

く
ら
い
人
口
が
ふ
え
る
か
、
各
区
の
実

情
を
調
査
し
て
、
推
定
人
口
を
算
出
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
五
十
万
人
を
超
え
る

区
は
、
二
十
三
区
中
八
区
で
、
世
田
谷

区
九
十
七
万
、
大
田
区
八
十
七
万
、

杉
並
区
六
十
九
万
、
板
橋
区
六
十
八

万
、
練
馬
区
六
十
六
万
、
足
立

区
六
十
三
万
、
葛
飾
区

五
十
九

万
、
北
区
五
十
五
万
と
な
っ
て
お

り
、
足
立
区
は
六
番
目
に
大
き
な

区
と
な
り
ま
す
。

足
立
区
は
、
面
積
の
上
か
ら
い

っ
て
も
、
世
田
谷
区
に
次
い
で
二

番
目
に
大
き
く
、
ま
だ
ま
だ
、
発

展
の
余
地
が
充
分
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
増
加
し

て
ゆ
く
人
口
を
野
ば
な
し
に
し
て

い
て
は
、
雑
然
と
す
る
ば
か
り

で
、
立
派
な
町
づ
く
り
は
出
来
ま

せ
ん
。

そ
こ
で
区
で
は
、
道
路
や
公
園

を
作
っ
て
、
環
境
の
よ
い
、
そ
し

て
便
利
な
、
住
み
よ
い
町
の
形
を

整
え
て
か
ら
、
家
が
建
っ
て
ゆ
く

よ
う
に
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

図
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
区

の
南
部
や
、
中
央
部
は
、
も
う
す

で
に
市
街
地
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
の
で
、
足
立
区
の
発
展
は

北
へ
・
西
へ
・
東
へ
と
伸
び
て
い

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
区
画
整
理
事
業
は
、
現
在

十
五
カ
所
で
進
ん
で
お
り
、
そ
の

総
面
積
は
、
七
百
七
十
八
万
平
方

メ
ー
ト
ル
(
二
百
三
十
五
万
坪
)

と
い
う
膨
大
な
広
さ
で
す
。
中
に

は
す
で
に
区
画
整
理
を
終
え
、
住

宅
が
ど
ん
ど
ん
建
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

区
画
整
理
の
終
っ
た
と
こ
ろ

は
、
大
谷
田
第
二
土
地
区
画
整
理

組
合
と
、
蒲
原
北
三
谷
土
地
区
画

整
理
組
合
で

、
そ
の
二
つ
の
組
合

が
区
画
整
理
し
た
広
さ
は
約
九
十

一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
(
二
十
七
万

六
千
余
坪
)
で
、
そ
の
整
理
地
内

に
は
、
野
球
場
や
、
野
外
ス
テ
ー

ジ
ま
で
あ
る
大
公
園
を
は
じ
め
、

小
公
園
な
ど
が
十
カ
所
も
あ
り
、

道
路
も
広
く
、
し
か
も
縦
横
に
整

備
さ
れ
見
違
え
る
よ
う
な
新
し
い

町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

図

の

説
明

点
の
部
分
は
す
で
に
住
宅
・
商

店
・
工
場
等
が
建
て
ら
れ
市
街
地

化
し
て
い
る
部
分
。
斜
線
の
部
分

は
区
画
整
理
さ
れ
、
将
来
市
街
地

と
な
る
部
分
。
の
こ
り
の
白
い
部

分
が
農
耕
地
域
で
す
。
ま
た
点
線

は
都
市
計
画
主
要
道
路

続
々
建
つ
都
営
住
宅

一
般
住
宅
も
年
に
二
千
八
百
戸

―
大
団
地
計
画
は
竹
塚
と
花
畑
―

戦
後
、
住
宅
事
情
の
悪
化
に
と

も
な
い
、
国
や
都
で
は
こ
の
問
題

を
大
き
く
と
り
あ
げ
、
住
宅
政
策

は
、
か
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
施
策
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
二
十
年
か
ら
二
十
七
年
ま

で
の
八
年
間
に
、足
立
区
に
お
け

る
都
営
住
宅
の
建
設
は
、第
一
種

が
四
三
五
戸
、第
二
種
が
四
六
二

戸
、合
せ
て
八
九
七
戸
と
い
う
心

細
さ
で
し
た
が
、二
十
八
年
か
ら

三
十
年
ま
で
に
は
、第
一
種
が
一

五
二
六
戸
、第
二
種
が
五
、四
八
二

戸
、合
わ
せ
て
七
、〇
〇
八
戸
も

建
て
ら
れ
、そ
の
後
は
昭
和
三
十

七
年
度
だ
け
で
も
、第
一
種
三
〇

二
戸
、第
二
種
(
母
子
・
福
祉
住

宅
を
含
め
る
)
一
、一
八
一
戸
、

合
せ
て
一
、四
八
三
戸
も
建
設
中

で
す
。

こ
の
ほ
か
、
日
本
住
宅
公
団
の

団
地
住
宅
が
五
九
〇
戸
、
日
本
住

宅
協
会
の
団
地
住
宅
が
七
六
〇
戸

あ
り
、竹
の
塚
団
地
や
、
花
畑
団

地
の
計
画
を
入
れ
ま
す
と
、
集
団

住
宅
の
数
は
、
お
び
た
だ
し
い
数

に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
一
般
住
宅
も
、
毎
年
平

均
二
千
八
百
戸
づ
つ
増
加
し
て
お

り
、
名
実
共
に
東
京
都
の
ベ
ッ
ド
・

タ
ウ
ン
と
し
て
大
き
く
発
展
し

て
い
ま
す
。

い
ま
区
の
広
報
係
へ
は
、
都
心

か
ら
支
店
や
出
張
所
を
足
立
区
内

へ
設
置
す
る
た
め
に
、
商
社
や
、

ま
た
銀
行
、
保
険
会
社
な
ど
の
金

融
機
関
か
ら
の
問
合
せ
や
照
会
で

て
ん
や
わ
ん
や
で
す
。

こ
れ
ら
は
足
立
区
の
発
展
が
各

方
面
か
ら
注
目
さ
て
い
る
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
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新
年
の
御
挨
拶

足
立
区
議
会
議
長

大
神
田

貞
英

昭
和
三
十
八
年
の
新
年
を
迎

え

、
四
十
四
万
区
民
の
皆
様
に
対

し

、
足
立
区
議
会
を
代
表
し
謹
し

ん
で
御
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
区
民
の
皆
様
に
は
、
区
政

進
展
の
た
め
御
協
力
を
戴
き
、
逐

年
充
実
を
見
て
お
り
ま
す
こ
と
は

誠
に
御
同
慶
に
存
ず
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

御
承
知
の
通
り
昨
年
は
、国
際
的

に
は
キ
ユ
バ
ー
問
題
、中
印
紛
争

等
東
西
両
陣
営
の
力
の
緊
迫
、又

、

国
内
的
に
は
、
国
際
収
支
の
健
全

化
、
設
備
投
資
の
抑
制
等
を
は
か

る
た
め
、
金
融
引
き
締
め
が
浸
透

し
、産
業

、経
済
の
面
に
多
大
な
る

影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
、
内
外
共

に
一
応
危
機
を
脱
し
、
こ
こ
に
活

気
に
満
ち
た
平
和
な
新
年
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は

、

こ
の
上
な
い
喜
び
で
ご
ざ
い
ま
す

当
区
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
地

方
自
治
の
本
旨
に
立
脚
し

、
党
派

を
超
越
し
、
区
発
展
の
た
め
鋭
意

努
力
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
特
に

教
育
行
政
、
土
木
行
政
に
つ
き
ま

し
て
従
来
通
り
重
点
施
策
と
し
て

執
行
機
関
共
々
配
慮
い
た
し
ま
し

た
。
即
ち
、
人
口
増
に
伴
う
教
育

施
設
の
充
実
、
不
燃
校
舎
の
建
設

或
い
は
名
実
共
に
文
化
足
立
の
殿

堂
と
し
て
の
文
化
会
館
、
若
人
の

集
い
の
場
と
し
て
の
青
年
会
館
等

財
源
的
に
乏
し
い
区
財
政
を
遣
り

繰
り
し
て
区
民
各
位
の
利
用
を
願

う
た
め
建
設
い
た
し
ま
し
た
。

又
、
土
木
行
政
の
面
に
つ
き
ま
し

て
も
、
財
源
的
に
も
人
為
的
に
も

可
能
の
範
囲
で
既
存
路
面
橋
梁
の

維
持
修
繕
等
整
備
に
全
力
を
傾
注

す
べ
く
執
行
機
関
を
督
励
申
し
上

げ
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
然

し
乍
ら
、
日
進
月
歩
の
目
覚
し
い

発
展
を
続
け
る
区
内
の
路
面
交
通

を
確
保
す
る
見
地
か
ら
、
環
状
七

号
線
、
放
射
十
一
号
線
、
補
助
百

号
線
、
同
百
三
十
六
号
線
等
、
幹

線
路
線
の
早
期
着
工
並
び
に
完
成

に
区
民
の
皆
様
と
共
に
努
力
し
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。又
、
こ

れ
に
伴
い
江
北
橋
の
永
久
橋
化
並

び
に
環
状
七
号
路
線
を
結
ぶ
鹿
浜

橋
の
早
期
竣
工
に
全
力
を
傾
注
し

て
善
処
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
て

お
り
ま
す
。

以
上
、
累
々
申
し
述
べ
ま
し
た

が
、
常
に
区
民
の
総
意
を
都
区
政

に
反
映
し
、
明
る
い
住
み
よ
い
足

立
区
建
設
に
邁
進
し
、
区
民
各
位

の
御
信
頼
に
応
え
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
旧
に
変
ら
ぬ
御
支

援
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
区
民
各
位
の
御
健
康

と
御
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。昭

和
三
十
八
年
元
旦

地
域
の
開
発
よ
り
一
歩
先
ん
じ
て

ま
ず
学
校
建
設
が
急
務

都
下
の
あ
る
町
で
、
集
団
住
宅

の
子
供
た
ち
が
一
度
に
ど
っ
と
転

入
学
を
し
た
た
め
に
、
生
徒
が
教

室
に
入
り
き
れ
ず
、
廊
下
ヘ
ゴ
ザ

を
ひ
い
て
勉
強
す
る
と
い
っ
た
戦

後
の
ス
シ
ず
め
教
室
そ
こ
の
け
の

さ
わ
ぎ
に
な
っ
た
学
校
が
あ
り
ま

す
。足

立
区
で
も
、
一
歩
方
針
を
あ

や
ま
る
と
、
い
つ
そ
の
よ
う
な
事

態
が
生
じ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
区
や
教
育
委
員
会
で
は

こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、

あ
ら
か
じ
め
集
団
住
宅
の
建
設

や
、
区
画
整
理
の
状
況
を
調
査
し

て
、
ど
ん
ど
ん
分
校
を
建
て
て
い

ま
す
。

分
校
と
い
い
ま
す
と
、
山
の
中

の
小
さ
な
分
校
を
思
い
浮
べ
ま
す

が
、
足
立
区
で
建
て
て
い
る
分
校

は
、
た
と
え
ば
、
区
立
花
畑
小
学

校
の
分
校
な
ど
は
、
鉄
筋
三
階
建

十
五
教
室
、
工
費
六
千
百
八
十
万

と
い
う
立
派
な
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
学
校
を
常
に
整

備
し
、
い
つ
町
が
発
展
し
て
も
、

教
育
施
設
に
は
困
ら
な
い
よ
う
に

区
で
は
一
番
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
校
の
設
備
も
充
実

す
る
よ
う
、
体
育
館
も
年
々
七
・

八
校
づ
つ
建
て
て
い
ま
す
。
こ
の

体
育
館
も
、
ち
ょ
う
ど
昭
和
三
十

七
年
度
を
も
っ
て
、
全
中
学
校
(

分
校
の
分
ま
で
)
に
設
置
し
終

り
、
三
十
八
年
度
か
ら
は
、
小
学

校
の
体
育
館
を
次
々
と
建
て
て
ゆ

く
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
、
二
、
三
年
の
予
算
か
ら

ど
の
く
ら
い
小
中
学
校
建
設
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
か
調
べ
て
み

ま
す
と
、
昭
和
三
十
五
年
度
で
は

七
億
七
千
五
百
余
万
円
、
三
十
六

年
度
で
は
七
億
四
千
九
百
余
万

円

、
三
十
七
年
度
で
は
ぐ
っ
と
ふ

え
て
十
二
億
八
千
八
百
余
万
円
と

い
う
ぼ
う
大
な
予
算
で
す
。
昭
和

三
十
三
年
度
の
区
の
総
予
算
が
、

約
十
二
億
七
千
五
百
万
で
し
た
か

ら
ど
ん
な
に
経
費
が
か
か
る
か
お

わ
か
り
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、い
い
か
え
れ
ば
足
立

区
が
住
み
よ
い
町
、文
化
的
な

町
づ
く
り
へ
の
大
き
な
投
資
を

し
て
い
る
も
の
と
い
え
ま
し
よ
う
。

次
ぎ
に
昭
和
三
十
七
年
度
の
小

中
学
校
建
設
状
況
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。

別表( 1) 　 校 舎 建 設 昭和37年12月1 日現在

別表( 2) 　 屋内体操場( 体育館) 建設
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文
化
会
館
、青
年
館
完
成

文
化
活
動
、
青
少
年
グ
ル
ー
プ
活
動
が
期
待
さ
れ
る

昨
年
三
月
、
足
立
区
体
育
館
と

並
ん
で
、
千
住
栄
町
六
一
番
地
に

着
工
さ
れ
た
足
立
区
文
化
会
館
は

十
二
月
末
、
完
成
し
、
い
ま
そ
の

偉
容
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

西
新
井
町
九
七
二
番
地
、
西
新
井

大
師
山
門
わ
き
に
建
設
中
で
あ
っ

た
足
立
区
青
年
館
も
完
成
、
そ
の

し
ょ
う
し
ゃ
な
建
物
は
人
目
を
ひ

い
て
い
ま
す
。

文
化
会
館
は
、
建
設
費
一
億
三

百
五
十
五
万
余
円
で
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
一
部
鉄
骨
の
二
階
建
、

建
坪
延
約
千
四
百
五
十
平
方
メ
ー

ト
ル
(
四
三
八
坪
余
り
)
客
席
九

四
九
、
補
助
席
を
入
れ
る
と
約
一

千
人
は
収
容
で
き
、
暖
冷
房
完
備

と
い
う
文
字
ど
お
り
文
化
会
館
の

名
を
恥
か
し
め
な
い
立
派
な
も
の

で
す
。舞
台
の
広
さ
も
大
劇
場
な

み
の
間
口
十
七
・
五
メ
ー
ト
ル
、

奥
行
七
メ
ー
ト
ル
、
こ
れ
に
さ
が

る
ド
ン
チ
ョ
ウ
は
二
百
万
円
も
か

か
っ
た
豪
華
な
も
の
。
ま
た
映
写

室
、
ワ
イ
ド
ス
ク
リ
ー

ン
も
備

え
、
映
画
・
演
劇
・
講
演
・
集
会

等
、
幅
広
い
利
用
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

一
方
、
足
立
区
青
年
館
は
、
建

設
費
四
千
八
百
三
十
二
万
余
円
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
、
建

坪
延
約
九
九
三
平
方
メ
ー
ト
ル

(
三
百
余
坪
)
で
、一
階
は
ホ
ー

ル
、
事
務
室
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
、料
理
教
室
、準
備
室
　

湯
沸
室
、宿
直
室
な
ど
が
あ
り
、

二
階
に
は
、ホ
ー
ル
、
学
習
室
、

談
話
室
、
大
会
議
室
、図
書
室
、

予
備
室
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
階
は
結
婚
式
場
で
、
記
念
撮
影

の
ス
タ
ジ
オ
、
化
粧
室
、
和
洋
披

露
室
が
三
部
屋
、
控
室
が
二
部

屋
、
そ
れ
に
配
膳
室
な
ど
が
揃
っ

て
お
り
、
式
場
と
し
て
は
最
新
の

設
備
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
文
化
会
館
と
青
年
館
の
使

用
料
等
に
つ
い
て
は
、
十
二
月
十

三
日
か
ら
開
か
れ
た
第
4
回
定
例

区
議
会
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り

き
ま
り
ま
し
た
。
整
備
を
終
り
次

第
、
今
春
か
ら
一
般
に
公
開
さ
れ

る
運
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。写真上から　突貫工事中の文化会館、完成

真近い青年館、いづれも12月上旬撮影。

文化会館使用料

入場料をとる場合は5 割増、映写機、ピアノ、その他の備品および暖
冷房設備の使用料は別にかかります。

青 年 館 使 用 料
青年館は青少年団体が活動する場合は無料で利用できますが、結婚式

等で付属施設を利用する場合は次の使用料がかかります。

第
三
回区

民
ス
ケ
ー
ト
教
室

第
一
次
(
日
光
)

期
間
　
一
月
十
三
日
～
十
四
日

場
所
　
日
光
市
営
東
照
宮
ス
ケ

ー
ト
リ
ン
ク
と
細
尾
ス
ケ

ー
ト
リ
ン
ク

会
費
　
一
六
〇
〇
円
(
往
復
バ

ス
一
泊
二
食
滑
走
料
を

含
む
)

第
二
次
(

榛
名
湖
)

期
間
　
二
月
十
日
～
十
一
日

場
所
　
榛
名
湖

会
費
　
一
五
五
〇
円
(
往
復
バ

ス
一
泊
二
食
、
滑
走
料

を
含
む
)

申
し
込
み
は
、
第
一
次
は
一
月

八
日
(
火
)
第
二
次
は
二
月
五
日

(
火
)
ま
で
に
申
込
用
紙
に
記
入

の
上
、
社
会
教
育
課
体
育
係
、
ま

た
は
千
住
三
丁
目
ツ
バ
メ
ヤ
運
動

具
店
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

定
員
は
、
各
々
一
〇
〇
名
で
、

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

ゴ
ミ
の
容
器
収
集
方
法
に

つ
い
て
の
ご
注
意

足
立
区
の
一
部
で
は
す
で
に
ゴ

ミ
箱
を
や
め
て

、
ゴ
ミ
容
器
で
集

め
る
方
法
を
行
な
っ
て
い
ま
す

が
、
本
年
四
月
か
ら
は
全
区
的
に

こ
れ
が
実
施
さ
れ
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の

ゴ
ミ
容
器
が
多
数
市
販
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、な
か
に
は
、町
会

等
で
一
ま
と
め
に
し
て
買
入
れ
て

い
る
た
め
、こ
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

の
容
器
で
な
い
と
集
め
て
も
ら
え

な
い
の
で
は
な
い
か
?
と
心
配
を

し
て
い
る
ご
家
庭
も
あ
る
よ
う
で

す
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
を
入
れ
、
持
ち
運

び
に
便
利
な
も
の
な
ら
な
ん
で
も

け
っ
こ
う
で
す
。

ま
た
、
容
器
を
押
売
り
し
て
い

る
者
も
お
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

下
さ
い
。

無
料
法
律
相
談

毎
月
第
三
水
曜
日
一
～
四
時

足
立
区
役
所
梅
島
支
所

毎
月
第
三
木
曜
日
一
～
四
時

足
立
区
産
業
振
興
館

★
お
詑
び
★

前
号
区
表
彰
者
の
事
績
の
中
で

一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂

正
い
た
し
ま
す
。
(
敬
称
略
)

▼
二
十
年
以
上
公
共
団
体
に
勤
続

し
職
務
に
精
励
―
金
子
章
吾


